
普通建設事業費等

人件費
14億 9,623万円
（14.1％）

38.4％
50.9％

扶助費
16億 6,342万円

（15.7％）

公債費
9億 1,041万円
（8.6％）

11億 3,445万円
（10.7％）

物件費
15億 8,741万円

（15.0％）

補助費等
19億 3,902万円

（18.3％）

その他
18億 6,054万円
（17.6％）

10.7％

決算を公表します

用語解説 人件費 職員の給料、議員の報酬など

自主財源 町税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、繰越金など 扶助費 各種福祉サービスや児童手当、医療費助成などの費用

地方交付税 所得税など国税の中から一定の基準により国が交付するもの
自主的に収入する財源 公債費 町債（借金）の返済費用

義務的経費 人件費、扶助費など支出が義務付けられた経費 物件費 消耗品費、光熱水費、委託料、使用料など

投資的経費 道路や建物などの建設事業費、用地購入費、災害復旧費など 補助費等 各種団体への補助金や交付金、保険料など

109億3,722万円

　令和５年度の一般会計決算額は、歳入が 109 億 3,722 万円で前年度に比べて 2 億 4,885 万円の減（前年度対比 △ 2.2％）となり
ました。歳出は、105 億 9,148 万円で 2 億 9,386 万円の減（前年度対比 △ 2.7％）となりました。

問 所日

対 持

 財務課 財政班 ☎ 472-2416

町 税
26億 4,130万円

（24.1％）
分担金及び負担金

3,688万円
（0.4％）

使用料及び手数料
1億 3,434万円

（1.2％）

国庫支出金

自主財源

依存財源
34.0％

66.0％

県支出金
8億 481万円

（7.4％）

13億 3,798万円
（12.2％）

地方交付税等
45億 7,010万円

（41.8％）

町 債
5億 552万円

（4.6％）

繰入金
1億 6,273万円
（1.5％）

諸収入
4億 955万円

（3.7％）

その他
3億 3,401万円
（3.1％）

105億9,148 万円

令和５年度　上市町

　歳入では、企業立地助成金の増などにより
県支出金全体で 1 億 2,921 万円の増となった
一方、法人町民税の減などにより地方税全体
で 3,532 万円の減、国庫支出金で 2 億 7,666
万円の減、町債で１億 3,204 万円の減となり
ました。

　歳出では、企業立地助成金の増などにより投
資的経費で 5,669 万円の増、物価高騰支援給
付金や低所得世帯支援給付金の皆増などにより
扶助費で 1 億 424 万円の増となった一方、新
型コロナワクチン接種委託料の減などにより物
件費で 8,036 万円の減、エネルギー価格高騰
事業者支援給付金の皆減などにより補助費で
9,885 万円の減、積立金の減などによりその他
の経費で 2 億 1,956 万円の減となりました。

　町では、決算と財政健全化判断比率の状況を公表し、町財政の実態と限られた予算で
どのような事業を行ったかを報告します。

一般会計決算の概要

歳 入

歳 出



費目別決算額と主な事業（かっこ内は、歳出全体に占める割合）

総務費　9億 7,733万円（9.2％） 民生費　34億 7,673万円（32.8％）衛生費　12億 6,973万円（12.0％）
町の事務管理、庁舎管理など 福祉サービス、医療費助成など 保健衛生、ごみ処理、環境保全など
◆主な事業
・防災対策事業費　1,863 万円
　（防災行政無線維持管理費など）
・財産管理費　9,125 万円
　（庁舎管理費など）
・企画費　7,644 万円
　（おおかみこどもプロジェクト
ミライの種イベント、公共交通政策費など）
・情報管理費　１億 3,882 万円
　（共同利用型クラウドサービス利用料など）

◆主な事業
・保健福祉総合センター運営費　2 億 3,390 万円
　（保健福祉総合センター長寿命化工事費など）
・住民税非課税世帯等臨時給付金事業費　5,494 万円
・物価高騰支援給付金事業費　1 億 1,952 万円
・障害者などへの支援費　5 億 1,329 万円
・老人福祉費　4 億 6,755 万円
・地域包括支援センター費　7,397 万円
・こども妊産婦医療費　5,287 万円
・児童手当支給費　2 億 263 万円
・保育所等運営費　8 億 2,639 万円

◆主な事業
・予防接種事業費　4,630 万円
　（インフルエンザ予防接種など）
・新型コロナワクチン接種事業費　6,421 万円
・がん対策事業費　2,877 万円
・地域医療支援学講座事業費　2,115 万円
　（富山大学寄附講座）
・ごみ処理費　1 億 9,667 万円

農林水産業費　4億7,395万円（4.5％）商工費　5億 573万円（4.8％） 土木費　15億 6,596万円（14.8％）
農林業や水産業の振興など 商工業や観光の振興など 道路や公園の維持管理、住宅管理など
◆主な事業
・農業振興費　6,341 万円
　（特産品振興助成費、水田農業経営緊急支援事業費など）
・農地費　9,389 万円
　（農地整備事業費、多面的機能支払事業費など）
・林業振興費　3,083 万円
　（林道維持管理費など）
・林道整備事業費　5,376 万円
　（林道開谷中村線開設工事費など）

◆主な事業
・企業誘致推進費　２億 1,366 万円
　（企業立地助成金など）
・商工振興費　1 億 9,726 万円
　（まちなか交流プラザ等運営費など）
・観光費　5,188 万円
　（観光協会運営助成、
　　遊歩道および登山道整備、
　　フォトロゲイニング大会開催費など）

◆主な事業
・除排雪対策費　2 億 841 万円
・道路新設改良費　2 億 2,442 万円
　（町道大坪南線改良工事費など）
・橋梁維持費　3,069 万円
・丸山総合公園管理費　1 億 62 万円
　（公園管理費、野球場コンクリートフェンス防 
　護マット更新工事など）
・若年・子育て世帯定住促進事業費　2,700 万円
・空き家対策事業費　881 万円

消防費　3億 2,081万円（3.0％） 教育費　8億 9,281万円（8.4％） 公債費　9億 1,041万円（8.6％）
消防活動や救急活動など 小中学校の運営、文化財保護、スポーツの振興など 町債（借金）の返済
◆主な事業
・常備消防費　2 億 8,070 万円
　（富山県東部消防組合負担金など）
・消防団運営費　3,440 万円

◆主な事業
・小中学校管理費　3 億 5,032 万円
・公民館管理運営費　8,630 万円
・図書館管理運営費　3,468 万円
・文化財保護調査費　2,262 万円
・北アルプス文化センター管理費　5,761 万円
・体育施設管理費　2,753 万円
・スポーツ振興費　1,951 万円
　（つるぎリレーマラソン＆健康ウォーク開催費など）

その他　1億 9,802万円（1.9％）
議会費、労働費、災害復旧費
◆主な事業
・働く婦人の家管理運営費　569 万円
・災害復旧事業費　7,480 万円

特別会計
区分 歳入 歳出 差引

土地取得事業 303 万円 0 円 303 万円

墓地公園事業 1,169 万円 303 万円 866 万円

地域開発事業 2,837 万円 2,719 万円 118 万円

農業集落排水事業 1 億 5,944 万円 1 億 2,413 万円 3,531 万円

下水道事業 3 億 2,611 万円 2 億 7,058 万円 5,553 万円

後期高齢者医療事業 7 億 582 万円 7 億 37 万円 545 万円

国民健康保険事業 18 億 5,308 万円 18 億 257 万円 5,051 万円

合計 30 億 8,754 万円 29 億 2,787 万円 1 億 5,967 万円

　令和５年度の特別会計の合計決
算額は、前年度と比較して、歳入
で１億 6,328 万円の減、歳出で２
億 4,667 万円の減となりました。
主な要因は、後期高齢者医療事業
特別会計で増となったものの、医
療給付費等の減に伴い国民健康保
険事業特別会計で減となったこと
などによるものです。



町有財産（令和５年度末現在高）

区分 土地 建物 有価証券 出資証書等
一般会計 100 万 6,234 ㎡ 12 万 6,940 ㎡ 3 億 7,706 万円 3,998 万円
特別会計 2 万 8,358 ㎡ 521 ㎡ ー ー
企業会計 3 万 9,293 ㎡ 2 万 265 ㎡ ー ー

合計 107 万 3,885 ㎡ 14 万 7,726 ㎡ 3 億 7,706 万円 3,998 万円

区分 現在高 前年度末現在高
一般会計 73 億 2,443 万円 77 億 656 万円
特別会計 21 億 9,027 万円 22 億 9,001 万円
企業会計 42 億 2,564 万円 39 億 3,361 万円

合計 137 億 4,034 万円 139 億 3,018 万円

町債（令和５年度末現在高） 基金（令和５年度末現在高）

区分 現在高 前年度末現在高
一般会計 35 億 9,730 万円 32 億 7,981 万円
特別会計 4 億 77 万円 4 億 76 万円
企業会計 3,878 万円 3,878 万円

合計 40 億 3,685 万円 37 億 1,935 万円

企業会計
◆事業の概況

給水戸数 7,568 戸
（対前年度比 △ 4 戸）

年間総配水量
（水源地から送出された水量）

222 万 4,441 ㎥
（対前年度比△ 2.2％）

給水人口 1 万 7,320 人
（対前年度比 △ 231 人）

年間有収水量
（水道料金の対象となる水量）

182 万 7,472 ㎥
（対前年度比 △ 1.2％）

１戸当たりの１か月
使用水量（事業所などを含む）

20 ㎥
（対前年度比 △ 1.1％）

水道事業

　令和５年度の決算については、
収支差引 318 万円の黒字となり
ました。給水人口の減などにより、
給水収益は減となった一方、費用
は、電気料金や修繕費などの諸経
費が増加しているため、増額となっ
ています。

区分 収入 支出 差引
収益的収支 3 億 6,047 万円 3 億 5,729 万円 318 万円

資本的収支 1 億 5,566 万円 3 億 5,010 万円 △ 1 億 9,444 万円

※収益的収支は、消費税を除いています。

病院事業

　令和５年度決算については、収支
差引 1,017 万円の黒字となりまし
た。病院事業収益が 40 億 6,405 万
円、病院事業費用が 40 億 5,388 万
円でした。収益においては、内科・
整形外科等の入院患者数の増により
入院収益は増となりましたが、新型
コロナウイルス感染症関連の補助金
の縮減・廃止により医業外収益は減
額となりました。

区分 収入 支出 差引
収益的収支 40 億 6,405 万円 40 億 5,388 万円 1,017 万円

資本的収支 7 億 7,390 万円 9 億 1,813 万円 △ 1 億 4,423 万円

※収益的収支は、消費税を除いています。

◆事業の概況
入院 外来

延べ患者数 5 万 1,612 人（対前年比 +4.3％） 9 万 8,702 人（対前年比△ 4.6％）

上位５科目

①内科 2 万 5,755 人 ①内科 4 万 1,933 人

②整形外科 1 万 2,935 人 ②整形外科 1 万 8,406 人

③神経精神科 1 万 517 人 ③神経精神科 8,813 人

④外科 2,008 人 ④眼科 6,364 人

⑤眼科 317 人 ⑤小児科 4,738 人


